





































Re-examination of the Enervation-in-Campus-Life Scale
岸 可奈子 諸 井 克 英＊
（Kanako KISHI） （Katsuhide MOROI）
Abstract : The present study reexamined the factor structure of enervation in female undergraduates.
Enervation-in-Campus-Life Scale（fifty items which were chosen from scale items deveoped by Moroi et
al., 2009）was administered to female undergraduates（N＝256）. This scale was shown to consist of seven
factors. The secondary principal component analysis was executed. The primary factors and secondary
components obtained in those analyses were similar to the previous results（Moroi et al., 2009）. The sig-
nificance of research on students’enervation was discussed in the family experiences context.


































































































































































































































































































































































































































































（2）データの統計的解析にあたって，PASW Statistics 18.0 for Win-
dows を利用した。
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Appendix 1 無気力傾向尺度における残余項目
apa_a_1 必修科目などの重要な授業にも，つい出る
気がしなくなって欠席してしまうことがあ
る。
apa_a_3 一つの課題に打ち込むことが出来ない。
apa_a_6 すぐ，体がだるくなってしまう。
apa_a_10 悩みを話せる人がいない。
apa_b_3 自分の興味のある事柄さえ，あまりエネル
ギーをそそぐ気がしない。
apa_b_5 目が疲れやすい。
apa_b_6 大学内にいても，つい授業に出るのが面倒
臭くなって欠席してしまうことがある。
apa_b_9 生活のリズムが一定しないために，午前中
の授業は欠席しがちである。
apa_c_9 よく頭が痛くなる。
apa_d_1 授業に出席するよりは自分の好きなことを
やっている方がいいと思う。
apa_d_4 授業中に，マンガを読んだり，落書きをす
ることが多い。
apa_d_6 宿題を忘れることが多い。
apa_d_7 目標に向かって，がんばっている。
apa_d_8 一度決めたことでも人から言われると決心
が変わりやすい。
apa_d_10 授業中にいねむりしてしまうことが多い。
apa_e_1 自分の夢が実現するとは思えない。
apa_e_10 自分の部屋でひとりで本を読むことが好き
だ。
無気力傾向尺度の再検討
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